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１．目 的 

大都市では、都市構造物のコンクリート化(蓄熱)が進み、特に夏期のヒートアイランド

現象は顕著である。また、関西圏には未利用のスギ林の間伐材が多く存在する。そこで、

断熱性が高く大気浄化効果を持つスギ材を活用し、熱環境および大気環境を改善する断熱

材を開発することを目的とした。また、本事業は、環境省が全国的な産学官連携を促進す

るために、モデル地域における産学官連携による環境技術開発の基盤整備を図り、得られ

た産学官の連携成果を普及させることを目的に実施している。 

 

２．方 法 

第１図のとおり、産学官連携体制で開発を行った。 

スギ材として、スリットが入った熱処理材(塗膜有)、白 

木材(塗膜有)およびスリットが無い集成木口材(塗膜無)を 

用い、耐候性能、断熱性能および大気浄化性能を測定した。 

耐候性能は、５ヶ月間屋外で暴露した後(以下、暴露後)の 

スギ材表面の色差(ΔE*
ab)および撥水率1)を測定した。断熱性 

能は、10月に幅１m×高さ２mのスギ材(熱処理材)でコンクリ 

ート外壁(南面)の一部を覆い、スギ材の表面温度、裏面温度、 

被覆コンクリート表面および露出コンクリート表面の温度を測定した。また、ツタ植物に

よるスギ材表面の被覆に関する検討を行った。大気浄化性能はNO2浄化能力2)を測定した。 

 

３．結果および考察 

耐候性能は、暴露後の色差は、4.2～5.0(塗膜有)と21 

(塗膜無)であった。撥水率は、塗膜有は暴露後も99%以上 

であったが、塗膜無は80％(暴露前)から20%(暴露後)に低 

下した。また、熱処理材の方が白木材より変形や割れが少 

なく、外構材には塗膜した熱処理材が適していると考えた。 

断熱性能は、試験結果を第３図に示す。日中のスギ材の 

被覆部分と露出部分のコンクリートの温度差が最大21℃、平均15℃であり、被覆により建

築物外壁の受熱量を減らすことで空調負荷の低減に繋がると期待される。また、木材表面

はコンクリート表面より、表面温度の低下が速く、黄昏時にクールスポットを創出するこ

とが期待される。ツタ植物（オオイタビ、ヘデラ・コルシカ）のスギ材への定着を確認し、

また、既設の壁面緑化を用い、植物がスギ材の表面温度の上昇を抑制することを確認した。 

大気浄化性能は、スリット材のNO2浄化能力が、暴露前は250～280μmol･m-2･hr-1であっ

たが、暴露後は110～140μmol･m-2･hr-1となり、暴露前の41～44％に低下した。 

また、産官学連携での研究開発に際して、データの検証、製品の普及には「効果の見え

る化」をキーワードとしている。 
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第１図  連携体制

第２図 熱処理材(スリット入)
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第３図  断熱性能試験結果
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